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（参考１）ワイブル分布による生存パターン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６　航空機
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図７　機関車
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図８　旅客車
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図９　貨物車
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図10　特殊車
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図５　その他の船舶
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※「木造船(20 総トン以上)」、「木製･金属製舟艇(鋼船

を除く)」、「プラスチック製舟艇」及び「その他の船

舶」の合計 

※「ピストン機」、「ターボジェット機」、「ターボプロッ

プ機」、「ヘリコプタ」及び「その他の航空機」の合

計 
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図11　軽乗用車（気筒容積660ml以下）
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図12　小型乗用車（気筒容積660ml超～2000ml以下）
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図13　普通乗用車（気筒容積2000ml超）
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図14　小型バス

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0 100 200 300 400 500 600

経過月数

生
存

確
率

n=50

図15　大型バス
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図16　トラック(軽自動車)
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※ ワイブル分布のパターンは、以下の関数で表される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図17　トラック(小型自動車)
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図18　トラック(普通自動車)
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図19　その他自動車
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図20　タクシー
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ただし、 T ：経過月数
α ：分布の形状を決定する係数
λ ：分布の大きさを決定する係数

( ) ( )αλαλαλ T
T eTF −−= 1

※ 図 11～図 18 以外の自家用自動車。 



　　（参考２）平成18年度調査により得られた除却に係るデータ数（暫定版：中分類）

分類コード 資本財分類名称 データ数

0 全資産 128,745
1 建物 8,096
101 住宅（1-2世帯） 389
102 集合住宅（3世帯以上） 581
103 工場 1,757
104 倉庫 1,366
105 事務所 1,714
106 旅館・ホテル 179
107 飲食店・レストラン 210
108 店舗 973
109 その他の建物 927
2 建物附属設備 19,664
201 電気設備 5,209
202 給排水・衛生・ガス設備 2,520
203 冷暖房・通風・ボイラー設備 3,823
204 昇降機設備 189
205 その他の建物附属設備 7,923
3 構築物 6,093
301 電力施設 249
302 水道施設 359
303 その他の施設 5,456
304 道路（公共事業） 7
305 農林関係（公共事業） 0
306 河川・下水道・その他（公共事業） 22
4 機械及び装置 29,756
401 ボイラ 299
402 タービン 66
403 原動機 79
404 運搬機械 1,845
405 冷凍機・温湿調整装置 854
406 ポンプ及び圧縮機 1,290
407 その他の一般産業機械及び装置 6,492
408 農業用機械 236
409 建設・鉱山機械 888
410 食料品加工機械 2,264
411 繊維機械 566
412 製材・木工・合板機械 242
413 パルプ装置・製紙機械 181
414 印刷・製本・紙加工機械 798
415 化学機械 2,342
416 プラスチック加工機械 1,119
417 金属工作機械 2,044
418 金属加工機械 2,814
419 産業用ロボット 241
420 半導体製造装置 1,150
421 その他の特殊産業用機械 3,946
5 船舶 134
501 鋼船 69
502 その他の船舶 65
6 航空機 47
601 航空機 47
7 車両及び運搬具 15,283
701 鉄道車両 349
702 自家用自動車 6,083
703 旅客用自動車 956
704 貨物用自動車 3,616
705 二輪自動車 144
706 その他の輸送機械 4,135
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　　（参考２）平成18年度調査により得られた除却に係るデータ数（暫定版：中分類）

分類コード 資本財分類名称 データ数

8 工具・器具及び備品 49,672
801 機械工具 1,812
802 金型 3,668
803 その他の一般機械器具 870
804 複写機 1,118
805 その他の事務用機械 1,759
806 サービス用機器　 1,203
807 電気音響機器 295
808 ラジオ・テレビ受信機 398
809 ビデオ機器 644
810 民生用電気機器 4,197
811 電子計算機・同付属装置 13,599
812 有線電気通信機器 2,854
813 無線電気通信機器 661
814 その他の電気通信機器 252
815 電子応用装置 253
816 電気計測器 777
817 回転電気機械 52
818 開閉制御装置及び配電盤 98
819 変圧器・変成器 28
820 その他の産業用重電機器 341
821 電気照明器具 146
822 光学機械 578
823 時計 31
824 理化学機械器具 148
825 分析器・試験機・計量器・測定器 4,001
826 医療用機械器具 214
827 繊維製品 631
828 木製品・金属製品 5,546
829 窯業・土石製品 28
830 楽器 61
831 情報記録物 239
832 武器 7
833 その他の製造工業製品 3,163

注１） ここに掲げるデータ数は未精査の段階の数値である。今後、データの有効性
　　　の精査を行った上で、推計方法の検討を進める予定である。
注２） 調査における分類数は、小分類で約640分類である。（うち利用可能なものは
　　　概ね400～500程度と見込まれる。）
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